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撤
退
作
戦
に
散
っ
た
戦
友
た
ち 

岩
手
県 

 

長 

澤 

龍 

次 
 
 

  
現
役
入
隊
・
満
州
に
転
属 

昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
の
満
州
の
夏
は
大
変
な
暑

さ
だ
っ
た
。 

私
ら
の
所
属
部
隊
は
、
当
時
の
内
蒙
古
、
外
蒙
古
と
接

し
た
西
部
国
境
に
位
置
す
る
地
に
駐
屯
、
防
衛
警
備
に
当

た
っ
て
い
た
。 

西
部
国
境
の
警
備
は
、
第
一
〇
七
師
団
（
師
団
長
安
部

孝
一
陸
軍
中
将
）
の
隷
下
に
、
師
団
司
令
部
、
歩
兵
三
個

連
隊
、
野
砲
、
工
兵
、
騎
兵
、
輜
重
、
各
一
個
連
隊
、
師

団
通
信
他
諸
隊
等
で
編
成
さ
れ
て
お
り
、
開
戦
時
の
総
兵

力
一
万
三
千
余
人
で
あ
り
各
部
隊
は
西
部
国
境
一
帯
に
配

備
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
任
に
当
た
っ
て
い
た
。 

私
は
、
そ
の
年
の
二
月
、
弘
前
の
部
隊
に
現
役
入
隊
。

直
ち
に
満
州
第
二
〇
一
部
隊
（
歩
兵
第
一
七
七
連
隊
）
に

転
属
に
な
り
、
黒
竜
江
省
西
部
の
主
要
都
市
「
チ
チ
ハ
ル
」

の
南
方
約
三
十
キ
ロ
地
点
に
位
置
す
る
「
昂
昂
渓

コ
ウ
コ
ウ
ケ
イ

」
の
第

二
大
隊
第
五
中
隊
に
編
入
配
属
さ
れ
た
。
立
派
な
煉
瓦
造

り
の
兵
舎
だ
っ
た
。
こ
の
地
に
お
い
て
厳
し
い
教
育
、
激

し
い
演
習
訓
練
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

そ
の
後
、
西
部
国
境
に
近
い
「
徳
伯
斯

ト

ボ

ス

」
に
移
駐
し
た

が
、
兵
舎
は
半
土
掘
の
三
角
兵
舎
で
あ
っ
た
。
六
月
下
旬

開
拓
演
習
（
野
戦
陣
地
構
築
作
業
）
の
為
、
本
部
の
あ
る

「
五ウ

叉サ

溝コ
ウ

」
西
南
の
国
境
山
中
で
作
業
に
従
事
す
る
と
共

に
国
境
警
備
の
任
に
就
い
た
。 

我
が
中
隊
の
中
隊
長
は
、
鈴
木
武
雄
陸
軍
中
尉
（
岩
手

県
・
前
沢
町
）
で
あ
り
、
中
隊
付
に
岡
部
敏
也
見
習
士
官

（
東
京
美
校
出
身
・
帝
展
入
選
・
山
形
県
）
、
指
揮
班
長
・

大
石
藤
四
郎
陸
軍
曹
長
（
秋
田
県
・
田
沢
湖
町
）
が
幹
部

で
あ
り
、
隊
員
数
は
二
月
に
入
隊
し
た
我
々
初
年
兵
の
う

ち
、
八
月
一
日
南
満
地
区
の
新
設
部
隊
に
半
数
近
く
が
転

属
し
て
そ
の
残
り
が
主
体
で
、
六
月
に
在
満
の
年
配
召
集

兵
の
若
干
と
、
七
月
に
入
隊
し
た
朝
鮮
出
身
兵
が
約
二
十

人
、
そ
し
て
下
士
官
、
古
年
次
兵
合
わ
せ
て
総
員
百
五
十

人
ほ
ど
だ
っ
た
。
七
月
の
下
旬
に
は
そ
の
朝
鮮
兵
の
う
ち
、
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七
人
程
が
真
夜
中
脱
走
し
て
非
常
呼
集
が
か
か
り
、
付
近

を
捜
索
す
る
騒
動
も
あ
り
、
ま
た
越
境
し
て
き
た
外
蒙
の

ス
パ
イ
が
捕
ま
る
事
件
が
発
生
し
た
な
ど
と
「
回
報
」
が

あ
り
緊
迫
し
た
空
気
が
流
れ
て
い
た
。 

日
中
、
四
〇
度
の
炎
天
下
、
上
半
身
丸
裸
で
作
業
に
従

事
。
夜
に
な
る
と
気
温
は
零
度
近
く
ま
で
下
が
り
、
夜
間

の
前
線
の
歩
哨
や
動
哨
は
、
外
套
を
着
用
し
て
勤
務
す
る

と
い
う
状
況
だ
っ
た
。 

  

ソ
連
不
法
侵
入
・
開
戦 

八
月
九
日
は
、
朝
か
ら
雲
ひ
と
つ
な
い
晴
天
で
今
日
も

暑
い
一
日
に
な
る
だ
ろ
う
と
兵
舎
か
ら
事
務
室
（
三
角
兵

舎
）
の
勤
務
に
向
か
っ
た
と
こ
ろ
（
七
時
か
八
時
頃
）
、
上

空
五
千
メ
ー
ト
ル
位
を
金
属
音
を
響
か
せ
飛
行
機
三
機
、

北
東
の
方
向
に
飛
来
し
て
い
く
の
が
目
撃
さ
れ
た
。
平
時

飛
行
機
等
は
全
く
飛
来
す
る
こ
と
の
な
い
平
穏
？ 

な
地

区
だ
け
に
異
様
な
感
じ
を
う
け
た
。 

事
務
室
か
ら
人
事
係
の
大
石
曹
長
（
秋
田
県
・
田
沢
湖

町
）
ら
が
出
て
き
て
「
ソ
連
の
ミ
グ
」
の
よ
う
だ
と
言
っ

て
お
っ
た
。
曹
長
は
じ
め
下
士
官
達
の
多
く
は
「
張
鼓
峰

チ
ョ
ウ
コ
ホ
ウ

」

の
戦
い
に
参
加
し
た
と
い
わ
れ
て
お
り
す
ぐ
判
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
ま
も
な
く
部
隊
本
部
か
ら
ソ
連
侵
攻
開
戦
の
報

せ
と
共
に
、
中
隊
は
武
装
を
整
え
山
頂
近
く
に
移
動
、
応

戦
体
制
を
命
じ
ら
れ
直
ち
に
配
備
に
就
い
た
。
野
戦
糧
秣

倉
庫
か
ら
も
食
糧
を
は
じ
め
戦
闘
に
備
え
て
の
必
要
な
物

資
が
迅
速
に
支
給
さ
れ
、
夕
食
時
に
は
開
戦
の
緊
張
の
中

に
も
、
ど
ん
な
戦
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
と
話
し
合
い
、
不

安
も
チ
ョ
ッ
ピ
リ
抱
き
な
が
ら
の
食
事
だ
っ
た
。 

そ
ん
な
状
況
の
深
夜
、
十
二
時
ご
ろ
、
現
役
入
隊
者
四

～
五
人
が
中
隊
に
配
属
に
な
っ
た
。
暗
く
て
見
え
に
く
か

っ
た
が
学
校
の
後
輩
の
村
田
悌
一
君
と
中
村
恭
二
君
が
居

っ
た
。
お
互
い
驚
い
た
。
今
年
三
月
卒
業
と
と
も
に
、
新

京
の
関
東
軍
司
令
部
に
軍
属
と
し
て
就
職
勤
務
し
て
お
り

「
八
月
一
日
入
隊
通
知
が
き
て
今
着
き
ま
し
た
」
と
の
こ

と
。
ま
ず
は
腹
拵
え
と
、
炊
き
た
て
の
野
戦
食
を
存
分
に

食
べ
て
も
ら
っ
た
。
満
足
し
た
よ
う
だ
っ
た
。
そ
し
て
配

属
中
隊
に
先
輩
が
お
っ
た
と
い
う
事
が
彼
ら
に
は
、
何
ら

か
の
安
堵
感
を
得
た
よ
う
だ
っ
た
。
彼
ら
と
は
小
隊
が
違
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っ
た
が
中
隊
の
一
員
と
し
て
「
西
口

シ
ィ
コ
ウ

」
ハ
マ
コ
ー
ザ
、

「
号
汁
台

ゴ
ジ
ュ
ウ
ダ
イ

」
と
「
興
安
嶺
」
の
山
中
を
戦
闘
行
軍
と
、
行

動
を
と
も
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

部
隊
本
部
は
、
国
境
約
五
十
キ
ロ
地
点
の
「
五
叉
溝
」

と
言
う
と
こ
ろ
に
あ
り
、
市
街
地
は
、
爆
撃
を
う
け
戦
火

の
な
か
に
あ
る
と
い
う
情
報
だ
っ
た
。 

本
部
よ
り
の
命
令
は
、
二
転
三
転
し
、
結
局
中
隊
は
現

在
地
よ
り
撤
収
し
、
速
や
か
に
部
隊
本
部
ま
で
移
動
せ
よ

と
い
う
命
令
が
下
さ
れ
た
。 

陣
地
の
山
か
ら
本
部
ま
で
は
直
線
に
し
て
三
～
四
キ
ロ

位
は
あ
っ
た
と
思
う
。
十
日
の
朝
二
時
頃
、
完
全
武
装
と

共
に
雑
嚢
に
は
予
備
と
し
て
小
銃
弾
、
米
等
詰
め
込
み
、

更
に
私
は
、
背
嚢
の
上
に
、
擲
弾
筒

て
き
だ
ん
と
う

を
載
せ
、
弾
筒
帯
を

腰
に
付
し
、
そ
の
総
重
量
は
六
十
キ
ロ
を
優
に
越
え
る
重

さ
だ
っ
た
と
思
っ
た
。
そ
の
時
は
、
そ
れ
に
耐
え
得
る
体

力
、
気
力
が
十
分
、
余
力
さ
え
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
た
。 

本
部
の
あ
る
「
五
叉
溝
」
は
、
戦
火
で
騒
然
と
し
て
い

た
。 本

部
命
令
は
、
部
隊
は
師
団
と
共
に
「
新
京
」
ま
で
（
鉄

路
約
七
百
キ
ロ
余
）
撤
収
を
行
う
。
五
中
隊
は
、
部
隊
の

軍
旗
中
隊
と
な
り
軍
旗
の
護
衛
に
あ
た
り
部
隊
本
部
の
指

揮
下
に
入
り
、
五
中
隊
を
除
く
二
大
隊
は
、
部
隊
の
撤
退

路
の
確
保
に
当
た
る
べ
く
、
軍
用
列
車
に
て
「
素ソ

倫ロ
ン

」
に

急
行
す
べ
し
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。 

部
隊
本
部
と
行
動
を
共
に
す
る
我
が
五
中
隊
は
戦
闘
体

制
の
編
成
が
行
わ
れ
、
敵
機
甲
部
隊
、
敵
機
の
攻
撃
を
避

け
つ
つ
昼
夜
行
軍
が
行
わ
れ
た
。 

当
初
の
行
軍
は
心
身
と
も
疲
労
は
な
く
余
裕
が
あ
り
、

大
休
止
に
は
、
分
隊
ご
と
の
飯
盒
炊
飯
も
行
わ
れ
て
お
っ

た
。
行
軍
中
に
は
、
隊
員
の
確
認
点
呼
な
ど
も
実
施
さ
れ

て
お
っ
た
。
十
三
日
明
け
方｢

西
口｣

に
到
着
し
た
。
直
ち

に
部
隊
本
部
を
中
心
に
各
隊
は
、
戦
闘
配
備
態
勢
に
入
り
、

設
営
作
業
が
行
わ
れ
た
。
十
三
日
午
後
、
敵
機
二
機
が
飛

来
し
、
丘
上
に
は
戦
車
が
現
れ
、
い
よ
い
よ
実
戦
か
と
緊

張
し
、
ひ
と
と
き
騒
然
（
喚
き
声
・
武
者
震
い
？
）
と
な

っ
た
が
直
ぐ
落
ち
着
き
平
静
に
戻
っ
た
。 

す
で
に
先
行
出
発
し
た
第
一
大
隊
、
第
三
大
隊
は
、「
西

口
」
付
近
（
五
叉
溝
よ
り
南
南
東
三
十
五
キ
ロ
地
点
）
に
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お
い
て
敵
の
機
甲
師
団
と
遭
遇
、
激
戦
中
と
の
状
況
報
告

が
あ
り
、
第
一
大
隊
猪
俣
大
隊
長
は
奮
戦
中
重
傷
を
負
い

藤
田
軍
医
中
尉
戦
死
、
多
く
の
犠
牲
者
が
続
出
し
て
お
る

こ
と
が
部
隊
長
に
報
告
が
あ
っ
た
と
知
ら
さ
れ
た
。 

肝
っ
玉
が
座
っ
て
し
ま
え
ば
怖
さ
も
恐
ろ
し
さ
も
、
消

え
て
し
ま
う
の
か
も
知
れ
な
い
。
来
る
な
ら
来
い
と
い
う

気
持
ち
に
な
っ
た
。
敵
戦
車
か
ら
ま
も
な
く
威
嚇
射
撃
が

あ
り
、
斜
め
約
二
メ
ー
タ
ー
前
方
に
着
弾
、
一
瞬
ハ
ッ
と

し
た
が
被
害
は
無
か
っ
た
。
着
弾
が
ち
ょ
っ
と
右
に
ず
れ

て
お
れ
ば
、
私
ら
が
入
っ
て
い
た
蛸
壺
付
近
に
命
中
し
危

な
か
っ
た
な
と
思
っ
た
。
人
の
出
入
り
が
目
立
つ
本
部
付

近
を
狙
っ
た
攻
撃
の
よ
う
だ
っ
た
。 

緊
急
配
備
さ
れ
て
お
っ
た
肉
薄
攻
撃
班
も
一
時
緊
張
が

走
っ
た
が
、
戦
車
は
更
な
る
攻
撃
の
気
配
も
な
く
後
退
し

姿
を
消
し
た
。 

  

西
口
の
激
戦
・
興
安
嶺
山
中
へ
の
転
進
行
軍 

こ
れ
よ
り
先
（
八
月
十
二
日
）
、
部
隊
の
後
方
に
敵
の
襲

撃
に
備
え
爆
雷
を
背
負
い
行
軍
中
の
五
中
隊
の
戦
友
、

佐
々
木
睦
郎
、
速
応
功
、
両
君
が
低
空
で
飛
来
し
た
敵
機

よ
り
の
機
銃
掃
射
を
受
け
壮
絶
な
る
戦
死
を
遂
げ
た
事
が

同
行
の
石
川
兵
長
に
よ
り
報
ぜ
ら
れ
た
。
中
隊
の
初
め
て

の
犠
牲
者
だ
っ
た
。 

十
四
日
夕
刻
「
西
口
」
の
戦
闘
に
お
い
て
重
傷
を
負
う

た
猪
俣
大
隊
長
が
、
戦
火
の
な
か
佐
々
木
清
三
伍
長
（
盛

岡
市
・
加
賀
野
）
ら
の
担
架
で
米
本
部
隊
長
に
戦
況
報
告

に
来
ら
れ
た
。
軍
刀
を
頼
り
に
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
の

を
部
隊
長
は
制
止
さ
れ
た
。 

大
隊
長
は
、
激
戦
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
苦
し
み
を

堪
え
な
が
ら
報
告
さ
れ
て
お
ら
れ
た
。 

昼
夜
を
分
か
た
ぬ
激
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
重
軽
傷
者
続

出
、
敵
の
放
つ
照
明
弾
、
曳
光
弾
は
真
昼
の
ご
と
く
明
る

く
数
キ
ロ
離
れ
た
本
部
の
置
か
れ
た
地
点
ま
で
遠
く
花
火

の
よ
う
に
明
る
く
望
見
さ
れ
た
。 

第
一
線
は
、
夜
間
攻
撃
を
決
行
、
受
傷
者
を
乗
り
越
え

濃
霧
の
中
、
突
撃
ラ
ッ
パ
と
と
も
に
敵
の
熾
烈
な
る
銃
砲

火
の
な
か
猛
攻
が
重
機
隊
の
援
護
と
共
に
繰
り
返
し
行
わ

れ
た
。
戦
闘
は
、
十
三
、
十
四
、
十
五
の
三
日
間
敵
と
激
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戦
を
繰
り
返
し
つ
つ
対
峙
し
て
お
っ
た
が
、
十
五
日
に
入

り
敵
は
徐
々
に
後
退
し
始
め
た
事
が
確
認
さ
れ
た
。
後
日
、

猪
俣
大
隊
長
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
師
団
は
、
同
日
、
夜
陰

に
乗
じ
、
降
り
し
き
る
雨
の
中
、｢

西
口｣

を
脱
し
「
興
安

嶺
」
の
山
中
の
村
落
ハ
マ
コ
ー
ザ
へ
と
撤
進
が
は
じ
ま
っ

た
の
だ
と
い
う
。 

激
戦
を
経
た
兵
士
も
、
疲
労
が
溜
っ
て
の
こ
の
行
軍
で

は
雨
の
中
で
の
「
小
休
止
」
で
も
路
肩
に
仰
向
け
に
ひ
っ

く
り
返
り
、
殆
ど
の
兵
士
ら
は
五
分
で
も
十
分
で
も
眠
っ

て
回
復
に
努
め
た
。「
出
発
」
の
号
令
が
あ
っ
て
も
起
き
上

が
ら
ず
隣
の
者
が
起
き
て
歩
き
出
し｢

歩
く
の
だ
ぞ｣

と
言

う
掛
け
声
で
起
き
上
り
歩
き
だ
す
の
が
現
実
だ
っ
た
。
こ

の
時
点
で
は
、
人
員
の
確
認
、
点
呼
は
も
う
省
略
さ
れ
て

お
っ
た
。 

そ
の
時
私
は
熟
睡
し
て
し
ま
い
、
眼
が
覚
め
た
と
き
は

雨
中
の
周
囲
に
は
、
誰
ひ
と
り
お
ら
ず
、「
興
安
嶺
」
の
山

中
に
た
だ
一
人
取
り
残
さ
れ
て
お
っ
た
が
不
思
議
に
も
不

安
感
も
恐
怖
感
も
な
く
、
早
く
隊
に
追
い
つ
か
な
け
れ
ば

と
起
き
上
が
り
前
方
に
歩
み
始
め
た
。
十
五
分
～
二
十
分

位
歩
い
た
と
こ
ろ
、
よ
う
や
く
最
後
尾
の
小
部
隊
に
た
ど

り
着
き
一
安
心
。
更
に
十
分
位
歩
き
山
上
に
大
休
止
中
の

「
軍
旗
護
衛
隊
」
に
追
い
つ
き
菅
連
隊
旗
手
に
遅
れ
て
た

だ
い
ま
到
着
し
た
と
報
告
を
し
た
。
菅
連
帯
旗
手
は
皆
と

一
緒
に
行
動
し
て
い
た
も
の
と
思
っ
て
お
ら
れ
た
よ
う
だ

っ
た
。
「
ガ
ソ
リ
ン
は
持
っ
て
き
た
ろ
う
な
」
と
言
わ
れ
、

さ
っ
き
の
眠
っ
た
所
に
忘
れ
て
き
た
こ
と
に
気
付
い
た
。

私
は
、
ガ
ソ
リ
ン
を
携
行
す
る
任
務
で
あ
っ
た
。
ガ
ソ
リ

ン
は
、
ビ
ー
ル
瓶
に
紙
栓
を
し
紐
で
結
え
肩
に
掛
け
手
で

支
え
歩
ん
で
お
り
、
重
要
さ
の
割
に
正
直
厄
介
な
荷
物
だ

っ
た
。
直
ぐ
に
今
来
た
道
を
疲
れ
も
忘
れ
早
駆
け
で
取
り

に
戻
っ
た
。 

途
中
に
友
軍
の
ト
ラ
ッ
ク
や
、
軍
用
車
両
が
エ
ン
コ
し

た
の
だ
ろ
う
か
数
台
放
置
さ
れ
て
お
っ
た
の
で
警
備
の
兵

に
事
情
を
話
し
ガ
ソ
リ
ン
を
も
ら
う
事
に
し
た
が
、
付
近

に
適
当
な
容
器
が
無
か
っ
た
の
で
自
分
の
水
筒
の
水
を
捨

て
給
油
し
、
隊
に
帰
り
早
速
菅
連
隊
旗
手
に
報
告
し
た
。 

雨
が
続
き
、
携
帯
の
食
糧
も
乏
し
く
な
っ
た
。
護
衛
隊

長
が
「
誰
か
食
糧
を
持
た
ぬ
か
」
と
問
う
た
。
私
は
雑
嚢
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に
小
銃
弾
の
外
、
軍
足
に
詰
め
込
ん
だ
米
二
本
残
っ
て
い

た
。
陣
地
の
山
を
降
り
る
時
、
「
米
は
、
十
分
持
て
よ
」
と

言
う
下
士
官
の
忠
告
に
従
っ
て
軍
足
六
本
ほ
ど
背
の
う
と

雑
の
う
に
米
を
詰
め
込
み
出
発
し
た
。
軍
足
一
本
に
約
一

升
入
る
と
言
わ
れ
て
い
た
。 

私
は
、
米
を
差
し
出
し
他
の
者
の
分
な
ど
と
合
わ
せ
炊

飯
し
、
菅
連
隊
旗
手
を
は
じ
め
全
員
で
食
し
た
。
こ
れ
が

作
戦
行
動
中
の
最
後
の
飯
盒
炊
飯
の
米
食
だ
っ
た
。 

滞
在
中
の
ハ
マ
コ
ー
ザ
に
お
い
て
部
隊
の
一
部
編
成
替

え
が
あ
っ
た
。
重
傷
を
負
っ
た
猪
俣
大
隊
長
に
代
わ
っ
て

鈴
木
五
中
隊
長
が
大
隊
長
代
理
と
な
り
、
岡
部
見
習
士
官

が
五
中
隊
長
代
理
に
発
令
さ
れ
た
。
又
「
西
口
」
に
お
い

て
損
耗
が
あ
っ
た
第
二
中
隊
に
我
が
五
中
隊
よ
り
一
部
が

転
入
さ
れ
、
他
若
干
の
再
編
が
あ
り
、
体
制
が
整
わ
れ
た
。 

ハ
マ
コ
ー
ザ
出
発
の
頃
、
私
は
、
手
の
傷
が
悪
化
し
、

任
務
遂
行
が
困
難
と
感
じ
、
護
衛
隊
長
に
下
番
を
申
し
出

て
、
隊
に
復
帰
し
た
（
後
日
「
音
徳
爾
」
に
お
い
て
終
戦

後
軍
旗
が
奉
焼
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
、
自
分
の
水
筒
に
入

れ
た
ガ
ソ
リ
ン
が
お
役
に
立
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
と
感

慨
深
か
っ
た
）
。 

  
｢

泥
水
啜
り
・
草
を
食
む｣

の
行
軍 

四
～
五
日
ハ
マ
コ
ー
ザ
に
滞
在
、
体
制
を
立
て
直
し
、

八
月
二
十
日
暗
夜
に
再
び
行
軍
が
開
始
さ
れ
た
。
携
帯
口

糧
す
で
に
無
く
、
周
辺
の
草
む
ら
か
ら
、「
ア
マ
ド
コ
ロ
」

「
ア
カ
ザ
」
な
ど
採
取
し
食
糧
と
し
空
腹
を
凌
い
だ
。 

疲
労
極
限
に
達
し
た
我
々
は
、
興
安
嶺
の
山
林
を
夜
を

日
に
継
い
で
無
言
で
粛
々
と
歩
む
。
何
が
な
ん
で
も
隊
列

か
ら
落
伍
し
て
は
い
け
な
い
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
な
が

ら
、
皆
黙
々
と
必
死
に
た
だ
た
だ
歩
む
。
行
軍
中
力
尽
き
、

路
端
に
仰
向
け
に
倒
れ
て
お
る
戦
友

と

も

ら
の
姿
が
散
見
さ
れ

た
。「
ガ
ン
バ
レ
、
も
う
少
し
だ
、
歩
く
ん
だ
」
声
を
か
け

る
。
そ
し
て
俺
は
、
そ
ん
な
姿
に
は
、
絶
対
な
ら
ん
ぞ
！

「
根
は
、
頑
健
な
体
な
ん
だ
！ 

負
け
て
た
ま
る
か
」
と

気
持
ち
を
奮
い
起
こ
さ
せ
た
。
三
角
布
で
腕
を
つ
り
、
銃

を
肩
に
か
け
、
骨
と
皮
の
み
の
泥
だ
ら
け
の
身
で
は
あ
る

が
、
た
と
え
三
日
四
日
食
が
な
く
て
も
倒
れ
ん
ぞ
！ 

頑

張
る
ん
だ
。
身
体
の
ど
こ
か
ら
か
い
つ
も
奮
い
立
た
せ
て
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く
れ
た
。
「
今
に
見
て
お
れ
！ 

こ
ん
畜
生
！ 

負
け
て

た
ま
る
か
！
」
黙
々
と
歩
む
。
誰
も
が
そ
ん
な
気
持
ち
を

持
っ
て
行
軍
し
て
お
っ
た
に
違
い
な
い
。 

倒
れ
て
い
る
戦
友
は
水
を
く
れ
と
叫
び
続
け
て
い
た
が
、

我
々
に
も
す
で
に
水
も
な
く
、
路
に
で
き
て
い
る
「

轍
わ
だ
ち

」

に
僅
か
に
溜
ま
っ
て
い
る
水
に
群
が
っ
て
す
す
り
飲
ん
で

い
る
状
態
で
は
、
水
を
く
れ
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

そ
ん
な
行
軍
中
い
つ
も
故
郷
「
も
り
お
か
」
の
こ
ん
こ
ん

と
湧
き
で
る
名
水
「
御
田
屋
清
水
」
を
思
い
だ
し
、
存
分

に
飲
み
、
乾
い
た
喉
を
潤
し
て
み
た
い
と
思
い
な
が
ら
疲

れ
を
紛
ら
せ
て
歩
い
た
。
皆
、
故
郷
の
湧
き
水
を
思
い
出

し
た
に
違
い
な
い
。 

下
痢
症
状
に
襲
わ
れ
疲
れ
た
体
は
、
ま
す
ま
す
疲
労
を

増
し
痩
せ
て
し
ま
う
。
携
帯
の
「
征
露
丸
」
を
飲
ん
で
も

治
ま
ら
ず
必
死
に
落
伍
せ
ぬ
よ
う
黙
々
と
歩
ん
だ
。 

そ
ん
な
中
、
友
軍
の
軍
用
ト
ラ
ッ
ク
が
悪
路
を
揺
れ
な

が
ら
通
過
し
て
い
っ
た
。 

乗
っ
て
い
る
連
中
は
、
歩
く
こ
と
も
な
く
楽
だ
ろ
う
な

と
思
い
な
が
ら
ト
ラ
ッ
ク
を
眺
め
て
い
た
。
全
く
の
偶
然
、

級
友
「
早
野
麟
太
郎
君
」（
岩
泉
町
小
本
）
が
乗
っ
て
い
た
。

お
互
い
気
が
付
き
、
手
を
ふ
り
、
「
オ
ー
イ
元
気
か
頑
張
れ

よ
」
と
叫
ん
だ
。
と
に
か
く
無
事
を
確
認
し
、
互
い
に
喜

び
合
い
更
な
る
武
運
を
祈
っ
た
。
彼
は
、
弘
前
の
騎
兵
部

隊
に
我
々
と
同
日
入
隊
し
ハ
ル
ピ
ン
に
居
る
と
思
っ
て
い

た
が
、
や
は
り
国
境
に
移
動
し
て
お
っ
た
の
だ
っ
た
。
な

に
し
ろ
一
万
分
（
当
時
の
師
団
の
総
人
員
概
数
）
の
二
の

奇
遇
に
は
驚
い
た
。 

行
軍
は
、
三
～
四
日
続
い
た
後
、
農
道
に
出
て
い
た
。 

人
里
ら
し
い
感
じ
が
し
た
。
近
く
の
農
民
が
丹
精
込
め

作
っ
た
畑
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ジ
ャ
ガ
芋
、
さ
さ
げ
豆
等
々

畑
い
っ
ぱ
い
実
っ
て
い
た
。
空
腹
に
は
勝
て
な
い
、
わ
れ

先
に
と
疲
れ
も
忘
れ
も
ぎ
取
り
、
岩
塩
と
共
に
生
で
か
じ

り
な
が
ら
の
行
軍
が
続
い
た
。 

行
軍
の
途
中
、
急
流
の
幅
五
メ
ー
タ
ー
ぐ
ら
い
の
河
に

出
た
。
三
～
四
人
で
押
し
流
さ
れ
ぬ
よ
う
肩
に
銃
を
乗
せ

互
い
に
腕
を
組
み
渡
河
を
行
い
、
衣
服
も
身
体
も
干
す
暇

も
無
く
歩
む
。
半
日
歩
め
ば
自
然
に
乾
き
洗
濯
さ
れ
た
よ

う
な
感
じ
だ
っ
た
。 
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明
る
く
な
っ
た
山
野
を
歩
み
、
行
軍
は
草
原
の
丘
陵
地

帯
へ
と
進
ん
で
い
た
。
そ
ん
な
頃
、
遠
く
近
く
砲
声
が
聞

こ
え
始
め
、
間
も
な
く
行
軍
中
の
我
々
の
頭
上
を
音
を
た

て
砲
弾
が
飛
び
交
う
よ
う
に
な
っ
た
。
い
よ
い
よ
来
た
な

と
思
い
つ
つ
砲
音
に
身
を
伏
せ
な
が
ら
着
弾
の
遠
近
の
判

断
も
で
き
、
行
軍
が
続
い
た
。「
号
什
台
」
を
目
指
し
て
の

行
軍
で
あ
っ
た
。 

  

号
什
台
の
戦
闘
そ
し
て
、
音
徳
爾
へ 

小
さ
な
丘
陵
で
眼
が
覚
め
た
。
大
き
く
小
さ
く
砲
声
、

銃
声
が
聞
こ
え
た
。 

す
ぐ
隣
に
同
じ
く
寝
入
っ
て
い
た
「
菊
池
剛
」
君
を
起

こ
し
周
囲
の
状
況
を
見
回
し
た
。
や
や
右
前
方
に
我
々
の

小
隊
が
戦
闘
配
備
に
つ
い
て
い
た
。
敵
の
狙
撃
を
避
け
つ

つ
小
隊
に
合
流
し
た
。
八
月
二
十
五
日
午
後
い
よ
い
よ
戦

闘
に
入
っ
た
。
状
況
は
す
で
に
ソ
連
の
機
甲
部
隊
、
狙
撃

隊
な
ど
の
一
個
師
団
が
広
範
に
わ
た
り
我
軍
の
進
路
を
遮

断
す
べ
く
攻
撃
体
制
に
入
っ
て
い
た
。
我
が
米
本
部
隊
長

の
著
述
に
よ
れ
ば
「
師
団
長
は
、
遂
に
攻
撃
に
決
せ
ら
れ

午
後
四
時
第
九
十
連
隊
を
左
第
一
線
に
、
我
が
連
隊
を
右

第
一
線
と
し
当
面
の
敵
を
攻
撃
す
べ
し
」
と
命
ぜ
ら
れ
た
。

「
戦
線
は
、
熾
烈
を
極
め
、
敵
の
猛
砲
火
を
浴
び
な
が
ら

猛
進
、
更
に
夜
間
攻
撃
を
行
い
敵
陣
を
攻
略
す
べ
し
と
の

師
団
長
命
令
を
う
け
、
暗
夜
に
乗
じ
敵
陣
地
左
側
背
に
迫

り
こ
れ
を
奇
襲
、
銃
剣
を
奮
っ
て
敵
第
一
線
を
突
破
更
に

敗
走
す
る
敵
を
攻
撃
、
敵
陣
を
占
領
軍
旗
、
砲
、
車
両
等

捕
獲
、
数
十
人
の
捕
虜
を
捕
ら
え
た
。
我
が
方
も
激
戦
の

中
第
九
中
隊
長
直
江
中
尉
始
め
若
干
名
の
戦
死
者
を
出
し

た
」
と
、
米
本
部
隊
長
が
記
述
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。
又
、

こ
の
戦
い
に
お
い
て
五
中
隊
長
代
理
の
岡
部
見
習
士
官
も

激
戦
の
中
銃
砲
火
を
浴
び
戦
死
さ
れ
、
親
し
か
っ
た
高
橋

駿
彦
君
も
壮
絶
な
る
戦
死
を
遂
げ
た
と
後
で
聞
き
残
念
で

た
ま
ら
な
か
っ
た
。 

所
属
す
る
小
隊
は
、
部
隊
本
部
と
共
に
行
動
、
二
十
六

日
午
後
、
七
～
八
百
メ
ー
ト
ル
先
の
丘
陵
に
彼
我
判
明
し

な
い
小
部
隊
を
発
見
、
双
眼
鏡
で
観
察
の
部
隊
長
は
、
敵

に
間
違
い
な
し
と
判
断
さ
れ
、
歩
兵
砲
隊
に
攻
撃
発
射
を

命
ぜ
ら
れ
た
。
正
確
な
る
着
弾
で
敵
を
殱
滅
し
、
右
往
左
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往
す
る
敵
軍
の
敗
走
の
様
子
と
こ
れ
を
撃
滅
す
る
友
軍
の

姿
が
み
え
喚
声
が
上
が
っ
た
。 

日
没
か
ら
夜
間
に
い
た
り
師
団
全
員
（
そ
の
時
八
千
人

と
い
わ
れ
る
）
敵
を
撃
破
し
た
「
号
什
台
」
を
後
に
東
進

を
開
始
「
音イ

ン

徳ト

爾ル

」
平
野
を
目
指
し
た
。 

二
十
八
日
早
朝
「
音
徳
爾
」
に
到
着
し
た
。
こ
こ
で
、

部
隊
は
、
体
制
を
整
え
る
べ
く
宿
営
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

民
家
の
一
つ
が
我
々
分
隊
に
与
え
ら
れ
た
。
そ
こ
の
庭

先
で
白
い
あ
ご
髭
の
老
主
人
が
、
無
表
情
に
、
黙
っ
て
蒸

し
た
て
の
豚
の
頭
の
毛
を
む
し
り
取
っ
て
居
っ
た
姿
が
寂

し
そ
う
で
な
ぜ
か
印
象
的
だ
っ
た
。 

し
ば
ら
く
の
間
、
休
養
で
き
る
も
の
と
誰
も
が
思
っ
て

い
た
よ
う
だ
っ
た
。 

一
夜
の
安
眠
は
行
軍
中
の
疲
れ
を
一
気
に
取
り
除
き
体

力
が
回
復
し
た
よ
う
に
思
え
た
。 

  

停
戦
と
な
り
、
日
本
の
敗
戦
を
知
る 

｢

音
徳
爾
」
へ
到
着
し
た
翌
八
月
二
十
九
日
朝
、
日
の
丸

の
複
葉
飛
行
機
よ
り
停
戦
を
知
ら
せ
る
「
ビ
ラ
」
が
散
布

さ
れ
次
い
で
草
原
に
着
陸
し
た
。
間
も
な
く
前
方
の
道
路

を
一
台
、
白
旗
を
掲
げ
た
自
動
車
が
走
り
去
っ
た
。
ソ
連

と
の
停
戦
の
部
隊
命
令
が
達
せ
ら
れ
同
日
夕
刻
ま
で
に
武

装
が
解
除
さ
れ
た
。 

聞
く
と
は
な
し
に
、「
日
本
は
敗
れ
連
合
軍
下
に
あ
る
」

と
噂
が
流
れ
て
い
た
が
現
実
と
な
っ
た
。 

三
十
日
朝
、
猪
俣
大
隊
長
が
傷
も
癒
え
ぬ
中
、
隊
員
を

前
に
終
戦
の
詔
勅
を
奉
読
さ
れ
、
爾
後
、
ソ
連
の
管
理
統

制
に
入
る
が
軽
挙
妄
動
を
慎
む
よ
う
と
い
う
意
味
の
訓
示

が
あ
っ
た
。 

か
く
し
て
ソ
連
の
管
理
統
制
に
入
り
「
興
安
」
を
経
て

か
つ
て
駐
屯
し
、
開
戦
と
共
に
激
戦
地
と
な
っ
た
、｢

徳
伯

斯｣

に
向
け
行
軍
が
強
い
ら
れ
た
。
行
軍
中
「
徳
伯
斯
」
付

近
の
激
戦
に
お
い
て
戦
死
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
多
く
の
遺

体
が
散
見
さ
れ
た
。
手
を
合
わ
せ
通
り
過
ぎ
た
。 

集
結
後
あ
ら
た
め
て
同
地
に
お
い
て
連
隊
の
合
同
慰
霊

祭
が
全
員
参
加
の
も
と
執
り
行
わ
れ
、
亡
き
戦
友
の
安
ら

か
な
ら
ん
こ
と
を
祈
願
し
た
。 

半
月
余
滞
在
の
後
「
徳
伯
斯
」
よ
り
「
チ
チ
ハ
ル
」
南
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方
「
小
民
屯
」（
旧
貨
物
廠
跡
）
に
移
送
集
結
さ
せ
ら
れ
た

後
、「
東
京
ダ
モ
イ
」
と
称
し
実
は
シ
ベ
リ
ア
へ
と
、
こ
こ

か
ら
作
業
隊
が
（
一
個
大
隊
・
一
千
五
百
人
）
編
成
さ
れ

十
月
半
ば
酷
寒
の
地
シ
ベ
リ
ア
へ
強
制
抑
留
者
と
し
て
送

ら
れ
る
事
に
な
っ
た
。 

「
チ
チ
ハ
ル
」
周
辺
に
は
、
血
色
も
よ
く
一
装
用
の
軍

服
を
着
用
し
、
疲
れ
切
っ
た
我
々
の
真
っ
黒
な
軍
装
に
怪

訝
そ
う
な
ま
な
ざ
し
を
向
け
る
兵
ら
が
お
っ
た
。
終
戦
直

前
南
満
や
遠
く
北
支
か
ら
来
た
部
隊
と
後
で
知
っ
た
。 

か
く
し
て
苦
難
の
戦
い
は
、
終
わ
っ
た
。 

思
え
ば
開
戦
と
共
に
我
が
第
五
中
隊
は
軍
旗
中
隊
と
な

り
軍
旗
の
護
衛
の
任
に
当
た
り
、
無
事
守
護
の
任
を
全
う

し
、
軍
旗
の
安
泰
を
得
た
事
は
、
「
西
口
」
「
号
什
台
」
の

戦
闘
に
お
け
る
各
隊
の
協
力
、
活
躍
奮
戦
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
栄
え
あ
る
軍
旗
は
「
音
徳
爾
」
に
お
い
て
八
月
二

十
九
日
連
隊
長
よ
り
部
隊
全
将
校
集
合
さ
せ
終
戦
命
令
の

伝
下
達
後
、
軍
旗
に
対
す
る
最
後
の
お
別
れ
を
な
し
、
全

将
校
見
守
る
中
、
奉
焼
さ
れ
、
歩
兵
第
一
七
七
連
隊
も
、

そ
の
幕
が
閉
ざ
さ
れ
た
。 

 

ハ
ル
ボ
ン
収
容
所 

昭
和
二
十
年
十
一
月
十
五
日
、
一
〇
七
師
団
本
部
・
輸

輜
重
隊
の
残
部
隊
そ
し
て
チ
チ
ハ
ル
の
陸
軍
病
院
関
係
者
、

入
院
患
者
（
軽
症
患
者
を
主
と
す
る
）
ら
も
含
め
、
ま
た
、

二
〇
一
部
隊
の
軽
受
傷
者
若
干
も
加
わ
り
、
八
〇
〇
人
の

編
成
を
も
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
東
京
」
ダ
モ
イ
（
帰
る
）

が
実
施
さ
れ
た
。 

防
寒
帽
、
防
寒
外
套
、
防
寒
靴
に
身
を
つ
つ
み
い
よ
い

よ
出
発
で
あ
る
。 

貨
車
一
両
に
、
二
段
式
改
良
車
に
七
十
～
八
十
人
位
詰

め
込
ま
れ
た
。 

日
本
に
帰
る
の
だ
か
ら
少
々
我
慢
し
よ
う
と
言
う
者
、

い
や
汽
車
は
北
に
向
か
っ
て
い
る
と
鉄
道
標
識
を
見
て
確

信
あ
り
げ
に
言
う
元
鉄
道
員
、
皆
は
不
安
げ
に
体
を
よ
せ

あ
っ
て
身
を
天
に
委
せ
る
外
な
か
っ
た
。 

十
一
月
二
十
二
日
、
下
車
が
命
ぜ
ら
れ
た
。
陽
が
落
ち

て
暗
闇
で
あ
る
。 

や
は
り
、「
東
京
」
ダ
モ
イ
は
嘘
だ
っ
た
。
い
よ
い
よ
シ

ベ
リ
ア
に
抑
留
さ
れ
る
の
か
と
覚
悟
を
し
な
が
ら
も
、
一
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体
ど
う
な
る
の
か
、
い
つ
日
本
に
帰
れ
る
の
か
、
そ
ん
な

不
安
が
よ
ぎ
っ
た
が
詳
し
く
考
え
る
余
裕
な
ど
な
か
っ
た
。 

こ
の
地
方
は
白
夜
地
帯
で
あ
っ
た
、
時
間
的
に
は
夕
方

だ
っ
た
ろ
う
か
。 

ロ
ス
ケ
の
「
ダ
ワ
イ
・
ダ
ワ
イ
（
急
げ
）」
の
喚
き
声
に

も
寒
さ
の
た
め
俊
敏
を
欠
き
ノ
ロ
ノ
ロ
歩
き
だ
す
。
二
～

三
キ
ロ
歩
い
た
小
高
い
所
に
白
っ
ぽ
い
建
物
が
あ
っ
た
。

「
ス
ト
イ
」
ロ
ス
ケ
の
掛
け
声
で
止
ま
っ
た
。 

こ
こ
が
収
容
所
の
よ
う
だ
っ
た
。
「
や
れ
や
れ
こ
こ
に

収
容
さ
れ
る
の
か
」
と
諦
め
た
途
端
忘
れ
か
け
て
い
た
寒

さ
が
急
に
襲
っ
た
。
氷
点
下
四
〇
～
五
〇
度
は
あ
っ
た
ろ

う
。｢

黒
パ
ン｣

が
支
給
さ
れ
た
。
一
斤
位
の
「
パ
ン
」
は

凍
っ
て
切
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
叩
い
て
も
割
れ
な
い
、

砕
く
こ
と
も
で
き
な
い
。
結
局
「
鉈
」（
タ
ポ
ー
ル
）
で
砕

き
、
目
分
量
で
分
配
さ
れ
た
。 

支
給
さ
れ
た
も
の
の
凍
っ
て
か
じ
る
事
が
で
き
ず
、
口

の
な
か
で
溶
か
し
な
が
ら
食
べ
た
が
、
食
べ
た
気
が
し
な

か
っ
た
。
口
の
中
に
は
、
燕
麦
の
滓
が
残
っ
た
。 

ソ
連
側
の
連
絡
不
十
分
で
建
物
の
中
に
入
る
事
が
で
き

ず
、
数
時
間
余
氷
点
下
四
〇
～
五
〇
度
も
す
る
外
庭
で
待

機
さ
せ
ら
れ
た
。
な
お
、
輸
送
中
に
五
人
が
亡
く
な
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
た
。
待
機
中
に
は
緊
張
し
て
い
た
の
か
亡

く
な
っ
た
者
は
、
お
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
日
か
ら
抑
留
生

活
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 

「
チ
タ
州
・
ハ
ル
ボ
ン
」
と
言
う
山
林
地
帯
の
小
寒
村

だ
っ
た
こ
と
が
後
で
判
っ
た
。
数
時
間
待
た
さ
れ
、
入
居

し
た
最
初
の
収
容
所
の
部
屋
は
二
階
だ
っ
た
。 

畳
一
枚
ぐ
ら
い
に
六
～
七
人
で
横
に
な
る
こ
と
も
で
き

ず
互
い
に
体
を
寄
せ
あ
っ
て
休
ん
だ
。
寒
さ
も
加
わ
り
一

睡
も
で
き
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
状
況
も
徐
々
に
改
善
さ
れ

な
が
ら
、
し
ば
ら
く
し
て
（
三
カ
月
位
）
一
階
広
間
（
三

教
室
位
の
広
さ
）
を
区
切
り
畳
一
枚
弱
位
の
居
住
区
が
与

え
ら
れ
、
小
隊
単
位
と
し
、
通
路
部
分
も
区
切
ら
れ
気
分

的
に
楽
に
な
っ
た
。 

 

「
ハ
ル
ボ
ン
収
容
所
」
の
推
定
緯
度 

◎
北
緯 

五
三
度 

◎
東
経 

一
一
七
度 

付
近 
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旧
ソ
満
国
境
・
満
州
里
よ
り
北
方
直
線 

約
二
八
〇
キ
ロ
地
点 

帰
国
後
、
雑
誌
の
付
録
地
図
で
大
雑
把
に
測
っ
て
み
た

と
こ
ろ
以
上
の
様
だ
っ
た
。 

こ
こ
に
入
っ
た
作
業
隊
（
抑
留
者
）
の
隊
長
は
元
ハ
イ

ラ
ル
第
十
九
師
団
砲
兵
隊
大
隊
長
林
田
少
佐
と
記
憶
し
て

お
る
。 

二
〇
一
部
隊
の
猪
俣
大
隊
長
も
居
ら
れ
た
と
後
日
知
っ

た
。
早
速
、
抑
留
隊
員
の
身
体
検
査
が
行
わ
れ
た
。
作
業

隊
員
の
等
級
は
、
検
査
に
よ
り
四
区
分
に
決
め
ら
れ
た
。

素
裸
に
な
っ
て
検
査
室
に
入
り
ソ
連
の
軍
医
（
二
十
四
、

五
歳
の
女
医
）
外
、
係
官
二
～
三
人
の
前
に
立
ち
行
わ
れ

た
。
女
医
が
尻
を
引
っ
張
り
、
張
り
具
合
で
体
格
の
良
さ

を
重
点
に
判
断
さ
れ
た
。
検
査
は
約
二
カ
月
に
一
度
行
わ

れ
た
。 

日
本
の
山
下
、
小
花
沢
、
両
軍
、
日
下
通
訳
他
も
立
ち

会
わ
れ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。
キ
ン
キ
ラ
声
の
女
医

さ
ん
の
「
イ
ッ
キ
ュ
ウ
」
、
収
容
所
付
き
の
ジ
ャ
ッ
キ
ー
准

尉
の
「
ツ
ギ
」
、
で
等
級
は
決
ま
っ
た
。 

肋
膜
等
、
内
部
疾
患
の
人
は
気
の
毒
だ
っ
た
。
日
本
の

軍
医
さ
ん
の
診
断
も
女
医
さ
ん
に
は
通
じ
な
か
っ
た
よ
う

で
、
聴
診
器
も
用
い
な
か
っ
た
。 

検
査
の
結
果
は
、
次
の
よ
う
に
区
分
け
さ
れ
た
。 

等
級
区
分 

一
級 

頑
丈
そ
う
に
見
え
る
者 

二
級 

一
に
準
ず
る
者 

三
級 

体
力
や
や
お
と
る
者 

Ｏ
Ｋ

オ

カ 

痩
せ
て
ア
バ
ラ
骨
が
見
え
る
者 

等
級
別
作
業 

一
級
（
重
労
働
）
…
伐
採
・
炭
鉱
・
作
業
等 

二
級
（
中
労
働
）
…
貨
車
荷
物
の
積
み
降
ろ
し
等 

三
級
（
軽
労
働
）
…
鉄
道
建
設
（
路
盤
の
基
礎
作

り
） 

ソ
ホ
ー
ズ
・
コ
ル
ホ
ー
ズ(

集

団
経
営
の
農
場)

の
作
業 

オ
カ
（
体
力
練
成
）
…
作
業
免
除
・
室
内
外
の
清

掃
・
軽
作
業 

作
業
は
、
八
時
間
労
働
が
キ
チ
ッ
と
行
わ
れ
た
。 
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給
食
は
、
定
め
ら
れ
た
カ
ロ
リ
ー
計
算
で
給
せ
ら
れ
た

と
思
う
が
、
平
均
的
に
次
の
よ
う
だ
っ
た
。（
等
級
別
・
関

係
な
し
） 朝

食 

米
、
燕
麦
の
粥
食
（
飯
盒
の
蓋
三
分
の
二

く
ら
い
） 

昼
食 

黒
パ
ン
（
握
り
こ
ぶ
し
位
）
一
個
（
三
百

五
十
グ
ラ
ム
？
） 

夕
食 

ポ
タ
ー
ジ
ュ
（
飯
盒
の
蓋
三
分
の
二
く
ら

い
） 

基
本
的
に
右
記
の
よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー
で
繰
り
返
さ
れ
て

い
た
。 

副
食
お
か
ず
に
鰊
の
輪
切
り
漬
け
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
漬
物
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
炒
め
、
煮
付
け
等
が
付
く
事
も
あ
っ
た
。 

昼
食
は
、
前
日
の
夕
食
時
に
パ
ン
が
配
ら
れ
た
。
い
つ

も
空
腹
感
が
あ
り
夕
食
時
に
翌
日
の
昼
の
黒
パ
ン
は
、
胃

の
な
か
に
消
え
て
し
ま
う
事
が
往
々
に
あ
っ
た
。
翌
日
の

昼
は
、
空
腹
を
我
慢
し
て
昼
寝
で
凌
ぐ
の
で
あ
る
。 

食
事
の
量
の
少
な
い
の
は
、
ソ
連
関
係
者
の
役
得
、
横

流
し
等
が
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
た
が
、
真
実
は
判
ら

な
い
。 

総
体
的
数
量
が
少
な
か
っ
た
か
ら
、
分
配
に
は
各
班
か

ら
の
係
が
出
て
厳
正
？
に
行
わ
れ
た
。 

ス
チ
ー
ム
暖
房
だ
っ
た
と
思
う
が
、
日
中
室
内
が
寒
く

て
震
え
る
と
い
う
事
は
な
か
っ
た
よ
う
に
今
は
思
う
。
寒

く
感
ず
る
と
き
は
、
防
寒
外
套
を
ひ
っ
掛
け
凌
い
だ
。 

体
の
温
度
は
「
虱
」
の
繁
殖
に
は
適
温
だ
っ
た
よ
う
で
、

肌
着
の
襦
袢
、
股
下
、
ふ
ん
ど
し
等
縫
い
目
に
い
っ
ぱ
い

列
を
な
し
、
暇
が
あ
れ
ば
こ
れ
を
潰
す
こ
と
が
日
常
の
日

課
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
熱
湯
に
沸
か
し
た
大
き
な
釜

に
交
互
に
何
着
か
を
入
れ
煮
沸
消
毒
と
称
し
、
退
治
を
試

み
、
ま
た
夜
間
氷
点
下
四
〇
～
五
〇
度
に
曝
す
寒
中
消
毒

に
も
効
果
無
く
、
タ
マ
ゴ
（
幼
虫
）
は
生
き
て
お
り
、
す

ぐ
成
虫
し
我
々
を
悩
ま
し
続
け
た
。 

人
に
よ
っ
て
は
、
発
疹
チ
フ
ス
を
誘
発
、
高
熱
の
上
、

死
に
い
た
る
こ
と
も
あ
る
と
い
わ
れ
る
厄
介
な
し
ろ
も
の

で
あ
っ
た
。 

排
泄
物
は
、
人
間
に
と
っ
て
大
切
で
あ
り
、
収
容
所
に

相
応
の
施
設
は
無
く
、
緊
急
に
戸
外
に
便
所
と
し
て
三
メ
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ー
ト
ル
×
五
メ
ー
ト
ル
位
・
深
さ
約
一
メ
ー
ト
ル
の
穴
を

掘
り
三
～
四
セ
ン
チ
幅
の
丈
夫
な
板
を
十
枚
適
当
な
間
隔

に
架
け
大
便
用
と
し
た
。
少
な
く
て
も
板
に
跨
ぐ
人
員
は

定
員
二
人
、
混
む
時
間
帯
は
各
人
了
解
？
の
も
と
三
人
が

使
用
し
た
。
小
便
は
、
決
め
ら
れ
た
場
所
に
用
を
足
し
た
。

大
は
、
下
か
ら
積
重
ね
ら
れ
三
角
状
に
凍
っ
た
。
頂
点
が

近
づ
け
ば
渡
し
板
を
移
動
し
使
用
し
た
。
満
杯
近
く
な
れ

ば
各
班
よ
り
の
使
役
に
よ
り
、
こ
れ
を
砕
き
ロ
ー
プ
で
結

え
た
金
物
の
盥
に
積
み
雪
道
を
二
人
で
引
っ
張
り
農
地
に

運
び
肥
料
用
に
と
捨
て
た
（
大
便
は
、
寒
さ
の
た
め
下
か

ら
凍
っ
て
三
角
形
状
と
な
り
臭
み
匂
い
も
な
か
っ
た
が
、

作
業
中
に
撥
ね
て
衣
服
に
付
着
し
た
も
の
が
収
容
所
に
帰

っ
て
溶
け
た
時
、
匂
い
が
戻
っ
た
）
。
夜
の
用
便
は
大
変
難

儀
だ
っ
た
。
ご
老
体
の
少
尉
の
方
は
、
溲シ

瓶ビ
ン

を
離
さ
ず
持

ち
歩
い
て
お
ら
れ
た
。 

こ
の
収
容
所
で
一
年
間
、
百
人
余
が
栄
養
失
調
・
発
疹

チ
フ
ス
・
肺
炎
等
、
合
併
症
で
亡
く
な
っ
た
。
近
く
の
丘

の
上
の
雑
草
地
に
埋
葬
さ
れ
た
。
今
は
場
所
、
面
影
も
無

い
と
言
わ
れ
て
お
る
。 

 

帰
国
の
お
告
げ 

昭
和
二
十
一
年
元
旦
、
門
松
も
な
く
お
飾
り
も
な
く
、

お
互
い
故
郷
の
そ
れ
ぞ
れ
の
行
事
を
思
い
、
神
棚
に
手
を

合
わ
せ
お
屠
蘇
、
お
雑
煮
を
父
母
は
じ
め
家
族
一
同
今
年

も
皆
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
と
、
和
や
か
な
食
膳
風
景

を
思
い
起
こ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
故
郷
の
正
月
行
事
等
を
話
し

合
い
一
日
も
早
い
帰
国
の
日
を
願
い
あ
っ
た
。 

そ
ん
な
あ
る
日
「
狐
々

コ
ン
コ
ン

様サ
マ

」
の
お
告
げ
が
あ
っ
た
と
噂

が
流
れ
始
め
て
い
た
。 

そ
れ
は
、
帰
国
の
日
の
お
告
げ
だ
と
い
う
事
だ
っ
た
。

信
ず
る
者
、
相
手
に
し
な
い
者
、
ま
ち
ま
ち
だ
っ
た
が
、

お
告
げ
が
あ
っ
た
と
言
う
人
に
、
皆
で
祭
壇
を
作
り
正
式

に
拝
ん
で
貰
い
確
認
し
よ
う
と
い
う
事
に
な
り
、
一
月
の

あ
る
日
曜
日
、
空
き
箱
に
白
布
を
か
け
、
紙
に
「
○
○
大

明
神
」
と
大
書
し
、
誰
か
が
黒
パ
ン
を
供
え
灯
油
（
夜
間

の
灯
油
）
を
灯
し
祭
事
が
始
ま
っ
た
。
二
十
人
近
く
が
集

ま
り
見
守
っ
た
。
や
が
て
「
帰
国
の
日
は
、
三
月
三
日
で

あ
る
」
と
お
告
げ
が
あ
っ
た
。
皆
驚
喜
し
そ
れ
ぞ
れ
居
住

区
に
戻
っ
た
。
指
折
り
数
え
る
者
、
信
じ
な
い
け
れ
ど
密
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か
に
期
待
を
抱
く
者
、
皆
す
ぐ
故
郷
を
思
い
だ
し
一
日
も

早
く
帰
国
で
き
る
事
を
願
っ
た
。 

 

二
月
に
入
り
収
容
所
の
周
辺
が
慌
た
だ
し
く
な
っ
た
。

中
旬
以
降
収
容
所
の
ソ
連
将
校
の
動
き
や
出
入
り
が
忙
し

く
な
っ
た
よ
う
に
見
え
て
来
た
。
や
は
り
帰
国
間
近
と
信

じ
殆
ど
の
者
は
人
知
れ
ず
心
の
準
備
、
身
の
回
り
の
準
備

を
始
め
て
い
た
。
ま
た
病
人
に
は
「
頑
張
れ
、
す
ぐ
だ
ぞ
」

と
励
ま
し
て
い
た
。
下
旬
に
な
る
と
一
層
忙
し
さ
が
増
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。 

三
月
に
入
っ
た
。
い
よ
い
よ
、
帰
国
の
日
が
来
る
ぞ
と

誰
も
が
思
っ
て
い
た
。 

ソ
連
の
動
き
が
全
く
無
い
。
お
か
し
い
な
と
思
い
つ
つ

も
、
期
待
は
消
え
な
か
っ
た
が
、
二
日
の
夜
の
点
呼
で
も

「
命
令
会
報
」
な
し
。
ソ
連
は
急
に
命
令
を
出
す
事
も
あ

る
か
ら
と
、
明
日
に
運
命
を
か
け
た
。
三
月
三
日
の
朝
を

迎
え
た
。
そ
の
日
一
日
何
の
動
き
も
な
く
平
穏
に
過
ぎ
、

我
々
に
は
幻
の
三
月
三
日
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 
【
執
筆
者
の
紹
介
】 

出 

生 

地 

岩
手
県
盛
岡
市 

出
生
年
月
日 

大
正
十
四
年
九
月
二
十
日 

学 
 
 

歴 

岩
手
県
立
盛
岡
商
業
学
校
卒
業 

職 
 
 

歴 

海
軍
航
空
技
術
廠
・
総
務
部 

 
 
 
 

 

（
横
須
賀
市
・
深
浦
） 

入
隊
年
月
日 

昭
和
二
十
年
二
月
十
日 

入 

隊 

地 

青
森
県
弘
前
市 

入

隊

部

隊 

東
北
部
第
五
十
七
部
隊
・
即
転
属 

 
 
 
 

 
 

第
百
七
師
団
歩
兵
第
百
七
十
七
連
隊 

 
 
 
 

 

（
満
州
第
二
〇
一
部
隊
） 

戦 
 
 

闘 

満
州
西
部
国
境 

 

西
口
・
呉
什
台 

 
 
 
 

 
 

軍
旗
中
隊
と
し
て
、
戦
闘
参
加 

入 
 
 

ソ 

昭
和
二
十
年
十
一
月
二
十
二
日 

収 

容 

所 

チ
タ
州 

ハ
ル
ボ
ン
・
カ
ク
イ
・
シ
ル
カ
・

ナ
ホ
ト
カ 

四
収
容
所 

復
員
年
月
日 

昭
和
二
十
二
年
四
月
二
十
五
日 

復 

員 

船 

明
優
丸 

復
員
後
の
職 

岩
手
ト
ヨ
タ
自
動
車
・
岩
手
県
自
動
車
整
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備
振
興
会
・
盛
岡
身
体
障
害
者
協
議
会 

全
抑
協
活
動 

岩
手
県
慰
霊
事
業
実
行
委
員 

現 

住 

所 

岩
手
県
盛
岡
市
桜
台 

家 
 

 

族 

妻
、
長
男 

（
岩
手
県 

 

田
辺 

壮
久
） 

無 
 

題 

栃
木
県 

 

橋 

本 

正 

男 
 

 

 １
①
新
潟
県
中
魚
沼
郡
上
郷
村
宮
野
原 

村
立
宮
野
原
尋
常
高
等
小
学
校
高
等
科 

 

昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
三
月
二
十
五
日
卒
業 

卒
業
後
は
出
生
地
に
て
農
業
に
従
事 

②
家
族
は
、
父 

母 

長
兄 

次
兄 

姉 

弟 

妹 

弟 

弟
と
十
人 

長
兄
は
家
を
出
て
建
設
会
社
に
勤
務
す
る 

次
兄
は
現
役
に
て
北
朝
鮮
会
寧
に
あ
っ
て
工
兵 

姉
は
部
落
内
の
農
家
に
嫁
す 

弟
は
志
願
し
て
北
朝
鮮
の
騎
兵
隊
に
入
隊 

妹
と
弟
二
人
は
学
校
に
通
っ
て
い
た 

 

２
①
昭
和
十
六
年
七
月
十
五
日
、
赤
紙
に
て
高
田
歩
兵
三

〇
連
隊
に
集
合
し
、
三
日
ほ
ど
し
て
大
阪
よ
り
朝
鮮

釜
山
を
経
て
羅
南
歩
兵
七
六
連
隊
補
充
隊
へ
入
隊
。 




